
カトリック大名町教会ニュース

◇キリスト教講座Ⅱ期　休講中。
　・金曜コース：休講しています。
　・水曜コース：休講します。

　＊キリストの光に気づくために！
　＊どなたでも参加できます。

 船津　亮太　神父

 毎週木曜日
  　休講中
　　再開は未定です。

勉
強
会

ゆるしの秘蹟：希望者は、個別に司祭に依頼してください。

福岡教区年間テーマ：信じる喜びから 伝える喜びへ

大名町教会年間テーマ：全ての人に対してキリストの光でありなさい！
Be the light of Christ to everyone.

「
な
ぜ
怖
が
る
の
か
。

ま
だ
信
じ
な
い
の
か
」

８

・主日のミサは、毎週土曜日の

19 時、日曜日の午前に３回行わ

れています。毎週の「お知らせ」

をよくご覧になってください。

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
『
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
後
の
選
択
』
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
か
ら
出
版
さ
れ

た
。

 
 

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
い
う
嵐
に
弄
ば
れ
、

日
常
と
い
う
舟
が
沈
ん
で
し
ま
う
の
で
は
、

と
の
恐
怖
に
慄
く
私
た
ち
。
だ
か
ら
こ
そ
、

冷
静
に
聴
い
て
考
え
、
取
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
行
動
が
あ
る
。COVID

ー
19
と
は
？

 
 

「
な
ぜ
怖
が
る
の
か
。
ま
だ
信
じ
な
い
の

か
」(

マ
ル
コ
４:

40)

 

「
主
よ
、
今
宵
、
あ
な
た
の
こ
と
ば
は
わ

た
し
た
ち
の
胸
を
打
ち
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
、
す
べ
て
の
者
へ
の
警
鐘
で
す
。
あ
な

た
が
わ
た
し
た
ち
よ
り
も
ず
っ
と
深
く
愛

し
て
お
ら
れ
る
こ
の
世
界
の
中
で
、
わ
た

し
た
ち
は
す
さ
ま
じ
い
速
さ
で
突
き
進
み
、

自
分
た
ち
に
は
力
が
あ
っ
て
何
で
も
で
き

る
と
思
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。
貪
欲
に
利

益
を
求
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
忙
殺
さ

れ
、
急
き
立
て
ら
れ
混
乱
し
て
い
ま
し
た
。

あ
な
た
の
呼
び
声
を
聞
い
て
も
立
ち
止
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
争
や
地
球
規
模
の

不
正
義
を
前
に
し
て
も
目
を
覚
ま
さ
ず
に

き
ま
し
た
。
貧
し
い
人
の
叫
び
声
に
も
、

無
残
に
傷
つ
け
ら
れ
た
地
球
の
声
に
も
耳

を
傾
け
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
ん
だ
世

界
の
中
で
、
自
分
た
ち
は
い
つ
だ
っ
て
ま

と
も
だ
と
考
え
、
無
関
心
で
い
続
け
て
き

ま
し
た
。
荒
波
に
も
ま
れ
る
今
、
わ
た
し

た
ち
は
あ
な
た
に
切
に
願
い
ま
す
。『
主
よ
、

目
を
覚
ま
し
て
く
だ
さ
い
』。」。

　
　

カ
ト
リ
ッ
ク
大
名
町
教
会

　
　
　
　
　
　

主
任
司
祭　

杉
原　

寛
信

祝

　叙階の儀に入る前の訓話で、アベイヤ司教
様は「皆が心を一つにして、わたしたちの福
岡教区が、司祭、修道者の召し出しに恵まれ
ることを祈りましょう。現代社会において、
司祭、修道者の生き方には大きな意味があり
ます。美しい人生の道です。ここに、あるい
は YouTube を通して参加している若者に心か
らこれを言いたいです。司祭の道は、美しい
人生の道です。」と力強く語った。

ペトロ船津亮太助祭の司祭叙階式が７月２３日（木）、久留米教会で行われました。
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                    　　　カトリック大名町教会ニュース  　

６
月
７
日
（
三
位
一
体
）
に
、

１
０
０
日
ぶ
り
の
主
日
の
ミ
サ
が

始
ま
り
ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ
ま

だ
油
断
で
き
な
い
状
況
は
続
い
て

い
ま
す
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
距

離
を
と
っ
て
）、
座
る
の
も
、
立
つ

の
も
、
ご
挨
拶
も
。
で
も
笑
顔
で

目
線
を
し
っ
か
り
合
わ
せ
る
な
ら

ば
、
心
の
距
離
は
離
れ
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
や
自
粛
な
ど
に
よ
り
、
３

月
20
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
ペ
ト

ロ
船
津
亮
太
助
祭
の
「
司
祭
叙
階

式
」
が
、
７
月
23
日
に
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
船
津
助
祭

の
出
身
の
久
留
米
教
会
で
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

時
期
で
す
、
参
加

者
に
制
限
が
あ
り

ま
し
た
。
私
た
ち

は
皆
で
お
祈
り
で

参
加
し
ま
し
た
。
う
れ
し
い
司
祭

叙
階
式
で
し
た
。
神
に
感
謝
！

◆
脳
梗
塞
で
入
院
し
て
い
た
ご
高

齢
の
Ａ
さ
ん
。
お
見
舞
い
制
限
で

ご
家
族
も
Ａ
さ
ん
も
寂
し
く
思
っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
東
京

で
働
い
て
い
る
息
子
さ
ん
の
会
社

が
、
ホ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
自
宅
で
お

仕
事
）
で
の
仕
事
に
な
り
、
福
岡

で
も
仕
事
が
で
き
る
と
帰
省
、
Ａ

さ
ん
も
退
院
し
在
宅
療
養
に
し
て

も
ら
い
、
家
族
で
介
護
が
で
き
た

と
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
？　

金
曜
日
の
14
時
の
鐘
！

感
染
症
の
終
息
を
祈
り
、
医
療
者
な
ど
へ
感
謝
！

コロナ禍

間隔を取って座りましょう。マスクをしまし

ょう。ご聖体拝領も距離をとって並びます。

【
転
入
】　
　
　
　

（
～
教
会
か
ら
）

・
ジ
ェ
ン
マ　
　
　
　

赤
司　

博
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
鳥
栖
教
会
）

・
ロ
ー
ザ　

ミ
ス
チ
カ　

前
原　

礼
子

　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
牟
田
教
会
）

・
マ
リ
ア　

藤　

に
れ
こ
／
マ
リ
ア　

　

の
ぞ
み
／
ル
カ　

翔
平
（
糸
島
教
会
）

【
転
出
】　

お
元
気
で　

（
～
教
会
へ
）

・
ペ
ト
ロ　

目
良　

勉
／
カ
タ
リ
ナ　

　

寿
乃
／
カ
タ
リ
ナ　

杏
寿
／
パ
ウ
ロ

　

龍
進　
　
　
　
　
　

（
古
賀
教
会
）

・
モ
ニ
カ　

三
戸　

弘
子
／
カ
タ
リ
ナ

　

尚
子　
　
　
　
　
　

（
高
宮
教
会
）

・
ク
ロ
チ
ル
テ
ィ
ア
ス　

岡
田　

伸
子

　
　
　
　
　
　

（
東
京
教
区
上
野
教
会
）

・
Ｆ
・
ザ
ビ
エ
ル　

堤
田　

大
樹　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
老
司
教
会
）

【
洗
礼
】

７
月
10
日

・
マ
テ
オ　
　
　
　
　

岡
本　

嘉
典

７
月
14
日

・
ア
グ
ネ
ス　

内
野
花
笑　

（
内
野
了
一

　

美
里
さ
ん
の
お
子
様
）

【
帰
天
】

・
７
月
13
日　

マ
テ
オ　

岡
本　

喜
典

・
７
月
20
日　

ペ
ト
ロ　

徳
重　

欽
士

大
名
町
教
会
７
月
の
現
勢

ご聖体拝領も、ちょっと距離を
とってしっかり腕を伸ばしてい
ただくようにいたしましょう。

司式者もソーシャルディスタンスで。 熱はありませんか？

(2)2020年８月 （No.189)



カトリック大名町教会ニュース

♪
ご
ら
ん
よ
そ
ら
の
鳥
、
野

の
白
百
合
を
、
蒔
き
も
せ
ず
、

安
ら
か
に
生
き
る
♪

　

日
本
２
６
聖
人
、
殉
教
者
の
歩

ん
だ
道
、
京
都
か
ら
長
崎
ま
で
の

『
長
崎
の
道
』
を
た
だ
一
人
歩
い
た
。

今
年
の
目
標
、
漢
字
一
字
、

　

〝
歩
く
〟
完
歩
し
た
。

　

『
願
い
な
さ
い
』
人
生
65
年
を
迎

え
、
区
切
り
に
、
特
別
な
時
を
い

た
だ
き
、
神
様
か
ら
い
た
だ
い
た

こ
の
命
を
振
り
返
り
た
く
、
明
日

へ
の
道
を
主
と
と
も
に
歩
む
学
び
、

本
物
の
歩
み
を
知
り
た
く
て
殉
教

者
た
ち
の
喜
び
の
長
崎
へ
の
道
を

歩
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
と

マ
リ
ア
様
に
取
次
ぎ
を
祈
っ
た
。
巡

礼
マ
ッ
プ
を
頼
り
に
京
街
道
、
西
国

街
道
、
山
陽
道
、
唐
津
街
道
、
長

崎
街
道
、
時
津
街
道
を
歩
き
西
坂
の

丘
に
辿
り
着
い
た
の
は
７
月
29
日
、

13
時
30
分
で
し
た
。
豪
雨
の
た
め
一

時
自
宅
に
帰
る
も
、
延
べ
29
日
間
の

歩
み
で
し
た
。
す
べ
て
の
道
は
、
支

え
て
く
れ
る
杖(

イ
エ
ス
様)

と
ロ

ザ
リ
オ
の
祈
り(

マ
リ
ア
様)

そ
し

て
背
負
う
リ
ュ
ッ
ク
の
重
み(

己
の

罪
、
十
字
架)

を
感
じ
な
が
ら
、
た

だ
ひ
た
す
ら
、
64
歳
で
殉
教
し
た
岡

山
の
聖
人
、
デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
を
中
心

に
黙
想
し
な
が
ら
の
歩
み
で
し
た
。

　

道
を
歩
き
な
が
ら
、
創
造
主
が
創

ら
れ
た
こ
の
地
球
の
美
し
さ
、
す

べ
て
の
い
の
ち
へ
の
慈
し
み
を
こ

の
目
で
見
な
が
ら
主
を
た
た
え
る

聖
歌
を
大
声
で
歌
い
ま
し
た
。
反

面
、
人
間
の
大
地
へ
の
傲
慢
、
強
欲
、

無
関
心
、
山
中
に
海
に
散
乱
す
る
ご

み
の
山
、
怒
り
と
涙
で
し
た
。
岩
国

で
山
頭
火
に
出
会
い
ま
し
た
。『
山

あ
れ
ば
山
を
観
る
、
雨
の
日
は
雨
を

聴
く
、
春
夏
秋
冬
、
あ
し
た
も
よ

ろ
し
、
ゆ
ふ
べ
も
よ
ろ
し
。』
巡
礼

の
歩
み
の
テ
ー
マ
の
一
つ
、『
見
な

さ
い
』『
聞
き
な
さ
い
』
と
主
の
呼

ぶ
声
が
聞
こ
え
て
く
る
の
で
し
た
。

主
に
ゆ
だ
ね
た
巡
礼
、
す
べ
て
に

感
謝
。　

神
に
感
謝
。

　

大
名
町
教
会
信
徒
会
会
長　

　
　

Ｆ
・
ザ
ベ
リ
オ　

 

濱
﨑 

公
夫

会長のつぶ
やき

邪
心
と
無
心

　

７
月
23
日
（
木
）、
久
留
米
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
で
行
わ
れ
た
、
ペ
ト
ロ
船
津

亮
太
新
神
父
様
の
叙
階
式
に
地
区
の
青

年
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

残
念
な
が
ら
今
回
の
叙
階
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
カ

テ
ド
ラ
ル
で
は
な
く
、
新
司
祭
出
身
の

久
留
米
教
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ

も
の
よ
う
に
大
勢
の
方
々
と
目
に
見
え

て
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、y

ou
tu

b
e

で
の
配
信
を
た

く
さ
ん
の
方
が
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と

や
、
船
津
神
父
様
の
出
身
教
会
で
行
わ

れ
た
こ
と
で
、
よ
り
信
仰
の
絆
を
感
じ

ら
れ
る
暖
か
な
叙
階
式
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、
現
地
の
空
気
に
触
れ
、

私
の
心
に
残
っ
た
こ
と
を
分
か
ち
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ベ
イ
ヤ
司
教
様
は
、
訓
話
の
中

で
「
司
祭
の
生
き
方
は
美
し
い
人
生
の

道
」、
ま
た
、
そ
の
日
読
ま
れ
た
福
音

を
通
し
て
神
様
が
船
津
神
父
様
を
選
ば

れ
、「
い
い
と
こ
ろ
」
へ
導
い
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
神
様
が
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
居

場
所
を
見
つ
け
、
こ
れ
か
ら
歩
ん
で
行

か
れ
る
船
津
神
父
様
が
と
て
も
幸
せ
そ

う
に
見
え
、
う
ら
や
ま
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
ん
な
船
津
神
父
様
が
、

私
た
ち
の
信
仰
を
支
え
て
く
だ
さ
る
こ

と
に
希
望
と
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

船
津
神
父
様
の
こ
れ
か
ら
歩
む
道
が

司
祭
叙
階
記
念
カ
ー
ド
に
あ
っ
た
「
私

の
愛
に
留
ま
り
な
さ
い
」
そ
の
お
言
葉

通
り
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　

船
津
亮
太
神
父
様
、
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！

　

青
年
会　
　

ミ
カ
エ
ラ　

荒
牧
結
花

　

２
月
の
「
灰
の
水
曜
日
」
以
降
、
公

開
ミ
サ
中
止
と
い
う
誰
も
が
初
め
て

の
経
験
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
？
と
不
安
に
感

じ
て
い
た
中
、
様
々
な
教
会
で
ご
ミ
サ

が
ネ
ッ
ト
中
継
さ
れ
各
教
会
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
の
中
継
で
大
変
な
ご
苦
労

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
感
謝
し
な
が
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
サ
に
与
っ
て
い
た
あ
る

日
、
大
名
町
教
会
で
も
公
開
ミ
サ
再
開

の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
終
結
に
は
程
遠
い
中
で

の
お
知
ら
せ
に
嬉
し
さ
よ
り
も
戸
惑
い

の
方
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

典
礼
部
が
、
集
ま
っ
て
打
ち
合
わ
せ

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
ま
ま
ミ
サ
再
開

に
な
り
、
不
手
際
も
多
か
っ
た
中
、
突

然
の
先
唱
、
オ
ル
ガ
ン
奏
者
、
朗
読
を

頼
ま
れ
た
方
が
、
快
く
引
き
受
け
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ご
ミ
サ
も
週
を
重
ね
る
ご
と
に
若
い

方
の
協
力
者
が
増
え
て
き
て
、
信
徒
の

一
人
ひ
と
り
が
ご
ミ
サ
に
与
れ
る
喜
び

を
奉
仕
と
い
う
形
で
協
力
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
る
こ

ペ
ト
ロ　

船
津
亮
太
神
父
様
の

司
祭
叙
階
式
に
参
列
し
て

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ミ
サ
再
開
と
共
に
大
名
町
小

教
区
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
船
津
新
司

祭
、
西
田
助
祭
の
誠
実
で
懸
命
な
働
き

が
皆
の
心
を
動
か
し
た
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

あ
る
ミ
サ
後
に
、
青
年
の
方
数
人
が

ミ
サ
奉
仕
に
つ
い
て
積
極
的
に
協
力
を

申
し
出
て
く
れ
、
ま
さ
に
「
聖
霊
が
働

い
て
い
る
！
！
」
と
瞬
間
的
に
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

困
難
の
時
に
こ
そ
神
様
が
共
に
い
て

く
だ
さ
り
、
聖
霊
を
送
り
、
働
い
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
頂

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

典
礼
部
一
丸
と
な
っ
て
同
じ
方
向
を
向

い
て
共
同
体
と
し
て
の
「
共
に
捧
げ
る

ミ
サ
」
を
目
指
し
、
縁
の
下
の
力
持
ち

は
パ
ワ
ー
を
増
し
て
い
け
る
よ
う
に
皆

で
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

典
礼
部　
　

マ
リ
ア　

大
石　

和
枝

ミ
サ
奉
仕
の
よ
ろ
こ
び 

と

(3) 2020年８月 （No.189)



                    　　　カトリック大名町教会ニュース  
◆
検
討
事
項

（
１
）
宣
教
司
牧
評
議
会
の
元
に
置
く
部
会

　

に
つ
い
て

・

宣

教

司

牧

評

議

会

の

元

に

置

く

　

部
会
と
し
て
、
財
務
部
、
典
礼
部
、
総

　

務
部
、
営
繕
部
、
施
設
管
理
部
、
広
報
部
、

　

宣
教
部
、
美
化
部
を
承
認
し
た
。

（
２
）
宣
教
司
牧
評
議
会
の
元
に
置
く
専
門

　

委
員
会
に
つ
い
て

・
必
要
に
応
じ
て
こ
の
専
門
委
員
会
を
設

　

置
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

（
３
）
宣
教
司
牧
評
議
会
の
活
動
構
成
グ
ル

　

ー
プ
に
つ
い
て

・
教
会
学
校
、
青
年
会
、
ヨ
ゼ
フ
会
、
小

　

さ
き
花
の
会
、
ふ
れ
あ
い
の
集
い
、
女

　

性
の
会
、
英
語
ミ
サ
フ
ル
ー
プ
。

（
４
）
宣
教
司
牧
評
議
会
の
運
営
方
法
に
つ

　

い
て

・
第
２
週
の
日
曜
日
に
宣
教
司
牧
評
議
会

　

を
開
催
す
る
。
準
備
会
は
、
前
週
の
水

　

曜
日
に
行
う
。

・
準
備
会
の
出
席
者
は
、
司
祭
、
信
徒
会

　

長
、
副
会
長
、
財
務
担
当
者
、
司
会
者

　

及
び
議
題
提
出
者
と
す
る
。

（
５
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
と

　

教
会
活
動
の
再
開
に
つ
い
て

【
主
日
の
ミ
サ
に
つ
い
て
】

・
３
蜜
対
策
を
徹
底
し
、
継
続
す
る
。

【
教
会
活
動
の
再
開
に
つ
い
て
】

▼
教
区
の
方
針
を
確
認
し
、
今
後
の
対
応

　

に
つ
い
て
主
任
司
祭
の
指
示
を
仰
ぐ
。

（
６
）
２
０
２
０
年
７
月
九
州
豪
雨
へ
の
対

　

策
に
つ
い
て

・
募
金
活
動
を
行
う
。

（
７
）
そ
の
他

◎
長
寿
の
祝
福
式
に
つ
い
て

・
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

の
心
配
が
あ
る
た
め
、
特
別
な
祝
福
式

　

は
行
わ
な
い
。

・
意
向
ミ
サ
を
捧
げ
る
こ
と
を
、
案
内
ハ

　

ガ
キ
で
お
知
ら
せ
す
る
。

◎
聖
母
の
被
昇
天
の
ミ
サ
に
つ
い
て

・
聖
母
の
被
昇
天
の
ミ
サ
に
つ
い
て
は
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
を
鑑

　

み
、
ミ
サ
を
２
回
（
９
時
と
10
時
半
）

　

行
う
。
10
時
半
の
ミ
サ
は
、
ア
ベ
イ
ヤ

　

司
教
司
式
で
行
わ
れ
る
予
定
。

▽
委
員
長:

杉
原
寛
信
主
任
司
祭

　
　
　
　
　

船
津
亮
太
協
働
司
祭

▽
副
委
員
長:

濱
崎
公
夫
信
徒
会
長

▽
信
徒
会

＊
副
会
長:
久
志
昇　

里
村
泉

＊
財
務
部:

岩
村
清
貴　

緒
方
み
ゆ
き

＊
典
礼
部:

大
石
和
枝

＊
総
務
部:

　

行
事:

里
村
泉　

竹
原
実

　

防
災:

杉
山
輝
文　

増
山
力

　
　
　
　

櫻
木
裕

＊
営
繕
部
・
施
設
管
理
部:

豊
嶋
司

　
　
　
　
　

増
山
力

＊
広
報
部:

濱
崎
敦
郎

＊
宣
教
部:

目
良
豊

＊
美
化
部:

森
川
幸
夫

・
教
会
学
校:

久
志
昇

・
青
年
会:

林
田
明
日
香

・
小
さ
き
花
の
会:

大
石
和
枝

・
ふ
れ
あ
い
の
集
い:

原
山
映
子

・
女
性
の
会:

若
狭
千
賀
子

・
英
語
ミ
サ
グ
ル
ー
プ:

ア
ン
ナ
・
ル
ー

宣
教
司
牧
評
議
会

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
中
で

　
　

公
開
ミ
サ
を
続
け
る
に
あ
た
っ
て

① 

３
密
（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）
を

　

避
け
る
。 

② 

侍
者
が
い
る
場
合
は
、
同
じ
よ
う

　

に
３
密
を
避
け
る
こ
と
を
徹
底
。 

③ 

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
。 

④ 

聖
堂
の
十
分
な
換
気
。 

⑤ 

洗
礼
盤
、
聖
水
盤
に
聖
水
を
入
れ

　

な
い
。 

⑥ 

ミ
サ
中
に
聖
歌
を
歌
わ
な
い
。 

⑦ 

奉
納
の
行
列
を
し
な
い
。 

⑧
「
司
祭
用
」
の
ホ
ス
チ
ア
は
パ
テ
ナ

　

に
お
き
、「
信
者
用
」
の
ホ
ス
チ
ア

　

は
ピ
ク
シ
ス
に
入
れ 

る
。 

⑨ 

司
式
者
の
飛
沫
が
飛
ば
な
い
よ
う
、

　

ピ
ク
シ
ス
に
蓋
や
パ
ラ
を
か
ぶ
せ
る
。 

⑩ 

聖
体
授
与
の
前
に
、
司
祭
も
聖
体

　

奉
仕
者
も
、
手
を
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

　

し
、信
者
は
聖
体
を
手
で
い
た
だ
く
。 

⑪ 

茶
話
会
や
ミ
サ
後
の
飲
食
を
行
わ

　

な
い
。

⑫ 

各
ミ
サ
の
参
加
者
名
簿
を
作
成
す

　

る
（
名
簿
は
氏
名
、
連
絡
先
が
分
か

　

れ
ば
よ
い
）。
ク
ラ
ス
タ
が
起
こ
っ

　

た
場
合
に
連
絡
が
取
れ
る
た
め
。

２
．
ミ
サ
の
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
各

　

小
教
区
の
情
況
に
合
わ
せ
て
工
夫
し

　

て
く
だ
さ
い
。

① 

参
加
者
が
多
い
場
合
は
、
ミ
サ
の

　

数
を
増
や
し
て
、
地
域
を
決
め
て
参

　

加
す
る
。 

② 

そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
は
、
二
つ

　

の
日
曜
日
ご
と
に
地
域
を
決
め
て
、

　

ミ
サ
に
交
代
で
参 
加
す
る
。 

③ 

地
区
内
で
協
力
し
て
困
っ
て
い
る

　

小
教
区
を
助
け
る
。
ま
た
、
必
要
で

　

あ
れ
ば
教
区
本
部 

事
務
局
に
連
絡

　

し
て
、
事
務
局
の
方
で
助
け
る
方
法

　

を
考
え
る
。 

④ 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
３
密
が
避
け

　

ら
れ
る
よ
う
万
全
の
対
応
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。 

３
．
他
の
教
会
活
動
に
つ
い
て
は
、 

各

　

小
教
区
の
情
況
に
合
わ
せ
て
決
め
て

　

い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
が
、
感
染

　

予
防
に
十
分
気
を 

付
け
く
だ
さ
る

　

よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
体
調

　

不
良
の
場
合
は
、
無
理
を
せ
ず
に
、

　

ミ
サ
の
参
加
へ
の
自
粛
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

・
従
来
、
体
調
不
良
の
場
合
は
主
日
の

　

ミ
サ
に
与
る
義
務
は
免
除
さ
れ
て
い

　

ま
す
。
ま
た
、
ミ
サ
を 

司
式
す
る

　

司
祭
は
、
熱
が
あ
っ
た
り
、
咳
が
出

　

た
り
す
る
な
ど
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

　

場
合
は
、
ミ
サ
を
司
式
し
な
い
よ
う

　

に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
よ
う
な
場

　

合
は
、
信
者
に
は
主
日
の
ミ
サ
に
与

　

る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
苦
し

　

む
患
者
の
方
々
、
治
療
や
介
護
に
あ

　

た
る
医
療
関
係
者
、 

困
難
な
状
況
に

　

置
か
れ
て
い
る
方
々
、
信
者
の
世
話

　

に
あ
た
る
教
会
関
係
者
、
そ
し
て
亡

　

く
な
ら
れ
た
方
々
の
た
め
に
祈
り
、

　

ま
た
、
こ
の
災
禍
が
一
日
も
早
く
収

　

束
す
る
よ
う
祈
り
ま
し
ょ
う
。

　

 

皆
さ
ん
の
上
に
神
様
の
豊
な
祝
福

　

を
祈
り
ま
す
。

　

福
岡
教
区　

　
　
　
　

ヨ
セ
フ
・
ア
ベ
イ
ヤ　

司
教

２
０
２
０
年
度
『
宣
教
司
牧
評
議
会
』

委
員
紹
介

教
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
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